
ICT 活用 Tips 中学校教員による小学校外国語科乗り入れ指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器 
（台数） 

スマホ タブレット ＰＣ その他 学
習
場
面 

一

斉 

個

別 

協

働  ○ ○ モニター 

タブレット２台、PC８台、モニター４台 ○ ○ ○ 

授業実施時に必要な環境→ インターネット接続 ○ １人１台端末  

活用が想定
される校種 

小 中 高 特 活用が想定される教科・科目等 全教科 

○ ○ ○ ○ 活用が想定される場面 演示実験、専科教員による授業 

 

Ｇ-Suite for education の Classroom や Meetの機能を活用し、 

・中学校教員による双方向のやり取りを意識した小学校への乗り入れ指導がで

きる。 

・中学校教員が、児童一人一人の状況を把握することができる。 

・町内の先進的な取組事例を、町外の学校や関係団体に簡単に配信できる。 

それをどう使う（それで何ができる） 

 
 

機器 ＰＣまたはタブレット 

ソフトウェア（アプリ） 

Google 社 Ｇ-Suite for education ( Classroom , Meet ) 

Google 社  Classroom  , Meet 

何を使う 

 

小学校 各教科等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここが変わる、活用メリット【ICT 活用 Before-After】 

【 Before 】 
○ 複数の小学校と合同で乗り入れ指導を行う際、１校の小学校の児童がも 
 う一方の小学校へ移動している。 
〇 教員間の打合せのために 1 会場に集合している。 
〇 感染症対策が必要な校外からの乗り入れ指導等の交流を行っていない。 

【 After 】 メリット 
○ オンライン（Ｇ-Suite for education）を活用することで、 
・小小、小中間の交流が促進され、教員や児童の移動時間と経費が節減でき 
る。 

・教員の打合せに係る移動がなくなり、空き時間を利用した短時間で効果的 
な打合せができる。 

・感染症の拡大状況に左右されず、他校の児童や教員と会話ができる。 
・専科教員の日程調整がしやすく、乗り入れ指導の拡大が期待できる。 


